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1.は じ め に

本研究は、日本 とマレーシアにおける理科のカリキュラムを中心 として、両国の 「材料」に関

する意識形成 カリキュラムの違いが、子 どもたちの 「材料」に対する評価 にどう影響するのかを

明らかにすることが 目的である。

マレーシアでは、1980年 代初頭の初等教育 カリキュラム改革において、合科 「環境 と人間

(AlamdanManusia)」 が新設 ・実施されていた。これは、それまでの地理 ・歴史 ・理科 ・公民 ・

保健の統合 された教科であり、環境 と社会の関連性を強調 しつつ、人間とその環境 に対する認知、

理解、評価、感受性 を与えるという目的 を持 った、環境教育の中心 を担 う教科 と位置づけられて

いた')。しか し、マレーシア文部省 の調査 により、さらなる産業化や経済発展 による国家の開

発 ・発展に寄与 しうるマ ン ・パワーの育成 という視座から見て、合科 「環境 と人間」 は、厂基本

的 ・技能的な学習能力の修得」「価値観の形成 を重視する教育」「問題解決能力、意思決定能力な

どを発達させるための 『探究学習』の徹底」 という目標に対 し十分 に対応 しておらず、中等教育

以降、理科 ・歴史 ・地理 ・公民等の各教科の学習について行けない生徒の増加 を引 き起 こしてい

る、とい う見解が出された・)。その結果、1989年 、教育省の決定により 「環境 と人間」は廃止が

決定され、1995年 よ り、新教科 「理科(Sains)」 と 「地域科(KajianTempatan)」 として再編成

された3)。

こうした経緯 を持つマレーシアの初等理科のカリキュラムであるが、「材料」分野 ・単元 に対

する扱い に注 目すると、日本の初等理科のカリキュラムと比べて大 きな相違点が見 られる。それ

は、マ レーシアのカリキュラムの方が、 日常的な 「モノ」 に対 して、原料 ・材料 という視点から
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より分析的な見方 をし、それを子 どもたちに身に付けさせ ようとしている、 という部分である。

そこで本研究では、初等理科のカリキュラムにおける両国の 「材料」 に関する意識形成カリキ

ュラムの異同と特徴 を明 らかにするとともに、初等教育段階でそれらのカリキュラムを通 して学

習 を行 ってきた中学生 を対象に 「材料評価」 による意識調査 を実施 し、そうしたカリキュラムが

子 どもたちの 「材料」観にいかなる影響を与えているのかについて実証的に分析、考察を行 う。

2.マ レーシア初等理科にお ける 「材料」教育カ リキュラム

1)マ レ ーシア初等理科 の カ リキュ ラムの概要

まず 、本 節 で は 、マ レー シ アの初 等 教 育段 階 にお け る理科(Sains)の 「資 源 分 野(Alam

Bahan)」 の 内容 を参 考 に、「材料 」 に関す る意識 の涵養 が どの ように行 われ ているのか につ いて、

随 時、 日本 の カリキュラム との比較 をふ まえなが ら検討 して行 く。

マ レー シアの小学 校 にお ける理科 は、 国語(マ レー シア語(BahasaMalaysia))、 英 語 、算数 、

宗教 ・道徳 、音楽、美術 、体 育 とい った他 の教科 とは違 って、4年 次か ら開始 され る4)。

理 科 にお け る 厂学 習分野(BidangKajian)」 は、 「生物(Kehidupan)」 、 「物理(Fizikal)」 、 化学

お よび資源 、材 料の性 質 を学 ぶ 「資 源(Bahan)」 、 地 学 にあた る 「地球 と宇宙(BumidanAlam

Semesta)」 、 お よび科学技 術 につ い て学 ぶ 「科学 技術(teknologi)」 の5分 野 に区分 され てい る。

カ リキ ュラ ムの シラバ ス 、教 科書 は、 いずれ も4年 次 か ら6年 次 までの各学 年毎 に これ ら5分 野

の学習 内容 が網 羅 ・分類 されてい る。

学 習の 「評価(Penilaian)」 は 、獲得 されるべ き 「知識(Pengetahuan)」 「技 能(Kemahiran)」

「態度 と価値(SikapdanNilai)」 とい う3つ の学習 内容 それぞ れ につい て、① 「選択肢 に よる質 問

(soalananekapilihan)」 ② 「文章(ayat)の 完 成」③ 「要 約 した回答(soalanjawapanayat)」 ④

「小論(esai)に よる質問」⑤ 「公式 あ るい は非公式(formalatautakfomal)な 観 察(pemerhatiall)」

⑥ 「実践 的 な試験(Ujianamali)」 とい う6つ の方法 に よ り行 われ、それ ぞれの学習内容 の獲 得 ・

達成が適切 に行 われてい るか を、教 師が総 合的 にチェ ック してポー トフ ォリオ式 に評価 す るよ う

になってい る。

2)「 資源分野」のカリキュラムの概要

次に、そうした理科のカリキュラムからか ら 「資源分野(AlamBahan)」 の学習内容を抜粋 し

てみたのが表1で あ り、 さらに、その内容が教科書においてどのような形で提示 されているかを

表 した ものが図表1お よび2で ある。

児童はまず4年 次で、身の周 りにある様々な物質を集めたり、観察 した り、それらを分類 して

リス ト化するなどといった学習活動 を通 して、「物質には自然 にある物質(天 然資源)と 人工の

物質があること」「人工の物質は、その元はどんな天然資源であったかということ」「用途 に合わ

せた資源の利用の仕方」などの内容を理解 し、身につけて行 く。具体的には木、土、ゴム、金属、

皮、綿、絹、羽毛 といった種類の物質を集めて分類させた り、加工 された人工物の材料が何か ら

出来ているのかを調べて一覧表にした り、プラスチ ックや化学繊維などの物質の性質を調べ たり、

その有効な利用方法などについて話 し合わせる、などの活動を行っている。また、ここでは天然

資源の重要性 を考える活動や、それらが枯渇 した場合 どうなるかシミュレーションさせるといっ

た活動 も含 まれている(図 表1参 照)。
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表1:マ レーシア初等 「理科」における 「資源(Bahan)」 分野関連の主 な学習内容(抜 粋)

学

年

分

野

達 成 され るべ き 目標

(ObjektifPencapaian)
学 習 方 法 の 示 唆(Candangan

PengalamanPembelajaran)

主 要 な 目標(ObjektifUmum) 具 体 的 目標(ObjektifKhusus)

1.資 源(天 然 資 源)は 、 人 工 の 1-1.物 質 は加 工 物 に作 りか え ら 1-1.周 囲 の物 質 と加 工 物 と を観

資源 に目的を持って作 り変えら れることを必ず理解する。 察 して リス ト化 させ る。

れるということを理解する。 1-2.物 質 の種 類 は、 用 途 に応 じ 1-2.木 、 土 、 ゴ ム 、 金 属 、 皮 、

て存在することを必ず理解する。 綿、絹、羽毛といった種類の物

1-3.人 工 物 が 何 か らで きて い る 質を集めて分類させる。

かを必ず理解する。 1-3.人 工物が動植物や鉱物から

1-4.目 的 に最 も適 して加 工 され 出来ていることに気付 くよう幾

た人工物の種類があることを理 つか物質を観察させる。

4 資 解 す る。 1-4.プ ラスチックや化学繊維製

品を観察してリス ト化する

2.自 然 環 境 の 中 に あ って 、再 生 2-1.も し資 源 の再 生 が で き な く 2-1.自 然 環 境 の 中 に あ る多 様 な

可能である多様な資源の存在の なった場合の生活について理解 資源の有益 さについて話し合い

価値を認める。 す る。 (それが枯渇 した場合の)、 シミ

年 源 ユ レー シ ョン を行 なわせ る。

3.物 質の物理的な特性 とその長 3-1.物 質 の様々な物理的性質 3-1.プ ラ ス チ ッ ク 、 金 属 、 木 、

所についての知識を使 えるよう (例えば弾力性のあるもの。浮く 繊維、紙などの性質を調べ させ

にす る 。 もの 。 光 る も の。 水 に 溶 け る も る 。

のといったような視点から)を 3-2.話 し合 い を通 して 物 理 的 諸

説明できる。 特性に基づいた物質の有益な使
3-2.物 質 の物理的性質に応 じた い方について推論させる。

有効な使い方を考える。

5 資 (1～3.物 質 の 三態 につ い て)
(4.食 品 の性 質 ・味 につ い て) (省略) (省略)

年 源 (5～7.物 質 の腐 食 ・錆 につ い て)

(1.食 品 の維 持 につ い て) (1-1～1-2.省 略) (1-1～1-2.省 略)

2.環 境 に 対 す る ゴ ミ(bahan 2-1.無 計 画なゴミの廃棄が公害 2-1.無 計 画 な ゴ ミの廃 棄 に よ る

buangan)の 廃 棄 の 影 響 を 理解 す (pencemaran)の 原 因 とな る こ と 影響に関す る情報 をス クラッ

る 。 を理解する。 プ ・ブ ッ ク(bukuskrap)に ま と

め 、記 録 ・整理 す る。

6 資

3.リ サ イ ク ル(dikitarsemula) 3-1.再 生 紙(semuakertas)の リ 3-1.使 用済の紙から再生紙 を作

できるゴミについて理解する。 サイクル方法を話し合う。 って み る。

3-2.リ サ イ クル で きる ゴ ミの種 3-2.リ サ イ クル で きる ゴ ミの 種

年 源
類について説明できる。 類に関する知識を確実にするた

めに話し合う。

4.ゴ ミのリサイクルが重要な価 4-1.ゴ ミの リサ イ クル の効 果 を 4-1.環 境 の保 護 と再 生 の ため の

値を持つことを知る。 説明できる。 リサイクルの有効性についてグ

ル ー プで デ ィ ベ ー ト し、 記 録 す

る 。

[SukatanPelajaranSainsSekolahRendah,PusatPerkembanganKurikulum,KementerianPendidikan
Malaysia,1993.]
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図表1:マ レーシア 『理科』における 「原材料」に関する学習内容例(1)

〈引用 〉小学校 『理科』4年3章 資源(AlamBahan)分 野 「2も のの原材料(SumberAsasObjek)」

よ り。(マ レー語版および華語版)

〈左図の訳 〉

綿、ゴム、木材、紙は、植物から出来てい

ます。

革、羊毛、絹は、動物か ら出来ています。

金、宝石、粘土、銅は、地中の鉱物か ら出

来てい ます。

このように、動物、植物、鉱物はいずれ も、

ものの原材料 とな ります。

私たちの教室の黒板は何 から出来ているか

わか りますか?私 たちの学校の建物 はど

うですか?

目標/ね らい

教科 科学技術文明社会を形成するために、知識と技能を身につけ、畏敬の念とともに精力
的かつ進歩的に環境にもっと責任を持ち、環境の中に存在する(神 の)創 造物に対し
て感動する人間を育成する。

学年 資源(天 然資源)は 、人工の資源に目的を持って作 り変えられるということを理解する。

自然環境の中にあって、再生可能である多様な資源の存在の価値を認める。
物質の物理的な特性 とその長所についての知識を使えるようにする。

分野/内 容 物質は加工物に作 りかえられることを必ず理解する。
物質の種類 は、用途に応 じて存在す ることを理解する。

人工物が何からできているかを理解する。

目的に最 も適 して加工 された人工物の種類があることを理解する。

もし資源の再生がで きな くなった場合の生活について理解する。

物質の様々な物理的性質(例 えば弾力性のあるもの。浮 くもの。光 るもの。水に溶け

るもの といったような視点か ら)を 説明で きる。

物質の物理的性質に応じた有効な使い方を考える。

単元 周囲の物質と加工物とを観察 してリス ト化させる。

木、土、 ゴム、金属、皮、綿、絹、羽毛といった種類の物質を集めて分類させる。

人工物が動植物や鉱物から出来ていることに気付くよう幾つか物質を観察させる。
プラスチックや化学繊維製品を観察 してリス ト化する。

自然環境の中にある多様な資源の有益さについて話し合い(そ れが枯渇した場合の)、
シ ミ ュ レー シ ョ ン を行 な わ せ る 。

プラスチ ック、金属、木、繊維、紙 などの性質を調べ させる。

話し合いを通して物理的諸特性に基づいた物質の有益な使い方について推論させる。
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〈左 〉同単元 「ものの原材料」にお ける華語版教科

書 の記述(製 品の元になっている原材料資源 を調べ

る課題)。(華 語版)

※(筆 者注):多 民 族国家であるマ レーシアの公立

小学校は、国家 を構成す る三大民族であるマ レー系、

華人系、イ ン ド系 それぞれの民族言語(マ レー語、

華語、 タミル語)を 教授言語 とする学校が並存 して

いるため、理科、数学(こ の2教 科は2003年 度 か ら

教授言語 として英語 を使用開始)お よび英語 を除 く

各教科の教科書 も、それぞれの言語別のものが存在

している。なお、中学校以上では国民統合政策の関

係か ら公立校の教授言語はマ レー語 に一本化 されて

いる(た だ し、私立学校や一部の大学では英語で授

業 を行 うところも増加 しつつある)。

図表2:マ レーシア 『理科』における 「原材料」に関する学習内容例(2)

〈引用 〉小学校 『理科』6年3章 資源(AlamBahan)分 野 「3リ サイクル(PengitaranSemula)」

よ り。(マ レー語版)

目標/ね らい

教科 科学技術文明社会を形成するために、知識と技能を身につけ、畏敬の念とともに精力
的かつ進歩的に環境にもっと責任を持ち、環境の中に存在する(神 の)創 造物に対し
て感動する人間を育成する。

学年 環境 に対するゴミの廃棄の影響 を理解する。

リサイクルで きるゴミについて理解する。

ゴミのリサイクルが重要 な価値 を持つことを知る。

分野/内 容 無計画なゴミの廃棄が公害の原因 となることを理解する。
再生紙のリサイクル方法 を話 し合 う。

リサイクルできるゴミの種類 について説明できる。

ゴミのリサイクルの効果を説明で きる。

単元 無計画なゴミの廃棄による影響 に関する情報をスクラップ ・ブックにまとめ、記録 ・

整理する。使用済の紙か ら再生紙 を作ってみる。

リサイクルできるゴミの種類 に関する知識 を確実にするために話 し合う。

環境の保護と再生のためのリサ イクルの有効性 についてグループでディベー トし、記

録する。
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このように 「モノ」に関する 「原材料 ・資源」が どのようになっているのかを徹底的に分析 させ

る学習内容 は、 日本の初等理科 における現在の学習指導要領には見 られない ものである。

こうした学習 をふまえて、5年 次では物質の三態、さまざまな食品の特徴、物質の腐食 ・錆び

などについて、 さらに6年 次では食品の衛生保存、物質の腐食 ・錆びの防止、そ して資源のリサ

イクル と環境保護について児童が学んで行 くという流れになっている(図 表2参 照)。

日本 とマ レーシアにおける初等理科 カリキュラムの異同の中で最 も注 目に値するのは、この

「材料の分類」 という視点である。

日本の学習指導要領の内容お よび教科書の単元では、マ レーシア初等理科の 「資源分野」は

「B物 質 とエネルギー」に該当すると考えられるが、 日本のカリキュラムでは、3年 次で電気 を

通す伝導体 とそうでない もの、あるいは、磁石に付 く物 と付かない物の分類や5)、6年 次の 「人

と環境」で酸素や二酸化炭素、水や動植物の循環 といった内容の扱い6)な どはあるが、マ レーシ

アの理科カリキュラムに見 られるような 「この品物は一体何からで きているのか?」 「なぜこの

ような材料 を使っているのか?」 「これは材料 をどのように加工 したのか?」 等 といった原材料

に立ち戻 っての分析 的な視点か ら 「モノ」を見るとい う内容は全 く示 されていない。すなわち、

日本のカリキュラムでは、日常的に子 どもたちの身のまわりに存在 している 「モノ」 をそのまま

受け入れて扱ってお り、それ らの原材料がどのような資源から出来ているかについてあえて意識

付けることは行 っていないのである。このような 「材料」に対する両国の認識の違いは一体 どこ

から生じているのであろうか。

マレーシアでは、理科 の学習方法 として、「探究学習(inkuiripenemuan)」 の手法 を用いてい

る。厂探究学習」 は、かつて米国でカリキュラム改革運動の活発 な時代である1955-1974年 の

『科学教育の黄金時代』に主張された、探究指向の科学教育 において受け入れられていた指導法

である。

例えば、マ レーシアの初等 「理科」のカリキュラムを見てみると、探究学習に基づいて獲得 さ

れるべきものとして、厂科学的能力(KemahiranSaintifik)」 が設定されている。ここでは科学を

単なる知識体系の獲得ではな く、その獲得の過程、すなわち一① 「観察する(memerihati)」 ②

「分類する(mengelas)」 ③ 「測定す る ・数を用いる(mengukurdanmenggunakannombor)」 ④

「推論す る(membuatinferens)」 ⑤ 「予測する(meramal)」 ⑥ 「伝達する(berkomunikasi)」 ⑦

「空間 と時間を用いる(menggunakanperhubunganruangdanmasa)」 ⑧ 「デー タを解釈す る

(mentafsirmal(lumat)」 ⑨ 「操作的に定義する(mendefinisisecaraoperasi)」 ⑩ 「条件をコン トロ
ールする(mengawalpembolehubah)」 ⑪ 「仮説を設定する(membuathipotesis)」 ⑫ 「実験 を計画

する(mengeksperimen)」 一の12項 目に分類された 「探究スキル」 としてとらえ、これらの諸能

力を獲得す ることによって、客観的 ・科学的な思考や問題解決能力、意思決定能力などを発達 さ

せて行 くことを目指すものである7)。

これらは旧教科の 「環境 と人間」の段階からその獲得 を期待 されていた諸能力であ り、この点

においては、「理科」で も踏襲されている。この探究学習的手法は、1983年 より漸次実施 された

現行の初等 ・中等教育 カリキュラム以降、非常に重視 されてお り、これが初等教育段階で十分に

機能 しないと、中等教育段階以降での理科や歴史 ・地理 ・公民等の各教科の学習について行けな

い生徒の増加に繋がる、 という危機感か ら、改めてその学習方法論 を徹底するように示唆 してい

る。こうした探究学習的手法は、身の回りの環境に関して自ら考え、判断 し、主体的に行動でき

る人間の育成や、客観的 ・科学的思考や問題解決能力、意思決定能力の育成 に通 じてお り、マレ
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一シアにおける理科教育の極めて重要な要因であるといえる。

もうひとつ考えられる要因は、マ レーシアが豊富な天然資源を有する 「資源大国」であ り、そ

れが国際社会におけるマ レーシアの国家 アイデンティティにも繋がっているという点である。

マレーシアは錫、石油、木材、銅、鉄鉱石、天然ガス、ボーキサイ トなど多 くの天然資源を産

出する資源大国であるが、中で も19世 紀か ら採掘が進められた錫 は、かつては世界一位、現在

でも中国 ・インドネシアに次いで世界三位の産出量を誇る。その豊富な錫 を利用 したマレーシア

独 自の工芸品 「ピューター」な どは、国内外で非常に人気の高い物産品である。

こうした資源に関する学習は他教科で も行われ、地域科6年 次の学習では、児童はマレーシア

の天然資源の豊富さを学ぶとともに、それ らがどの ように有効利用され、どの ような製品の原材

料 となっていくのかについても学ぶようになっている。 こうした原材料に対する学習は、自国の

地理的な特色や国際的な地位 を意識づけるとともに、別単元 「資源の再生とリサイクル」の学習

内容にも関連する。そ して、マ レーシアの児童 は、理科 においてより分析的 ・分類的な視点から

の学習活動を行 うことで、「材料」に関する意識 を形成 していると考えられるのである。

3.日 本 とマ レー シアにおける材料評価調査 とその結果

1)調 査の 目的

前節までの前提をふまえて、本節では材料 に関する意識形成について充実 したカリキュラムを

もつマ レーシアの中学生 と、 日本の中学生 との材料評価 に関する比較調査 を行った。彼らはいず

れも小学校時代 にそれぞれの国で前記のようなカリキュラムの理科教育を受けてきた世代である。

本調査 では、こうしたカリキュラムによる違いが材料 に対する評価 にどう影響するのかを明らか

にするのが目的である。

2)回 答 者 の属性

マ レー シアの中学生 …マ レー シア最 南端 の中核都市 で あるジ ョホール ・バ ル市(JohorBahru)

の 公 立 学校(Secondaryschool)、3校91名(13歳 が 中心 、男子40名 、 女子51名 、 計91名)を 対

象 に2003年8月 に実施 。

日本 の中学生 …奈 良県 の公 立 中学校 の生徒 を対 象 に2003年4月 に実施。(13歳 男 子19名 、 女子

16名 、14歳 男 子15名 、 女子15名 、15歳 男 子16名 、 女子19名 、 計100名)。

3)方 法

試料は、一般に ものづ くりの実習教材 によく用い られている材料 を5種 用意 した。内訳は、ア

ガチス、スギ、アルミニウム、黄銅、プラスチック(ア クリル板)で ある。

材料の選定にあたっては、木質系材料、金属系材料、プラスチックの3種 類 とし、大手教材会

社(大 阪市)の 平成12年 度 の販売実績(上 位1種 または2種)を もとに、上記の5種 類 とした。

試料の寸法は、縦28cm× 横20cm× 厚 さ0.2cmと したが、木質系材料のアガチス、スギについ

ては材料 としての特性から強度面で弱い印象を被験者 に与えることから厚 さを1cmと した。マ

レーシアの被験者の民族比 はおよそマレー系5割 、中国系2割 、インド系2割 、その他1割 である。

マ レー系6割 、中国系2.5割 、イン ド系1割 その他0.5割 といわれるマ レーシア全体の民族構成比

と比べて、インド系の比率がやや高いものの、標本調査 としてほぼ国全体の比率 と同程度のサ ン
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図3マ レーシアでの材料評価の様子

プルを採ることが出来た。

被験者 には、机の上に並べた5種 類 の試料 に対 して、 これでものづ くりをす るという想定で、

「視覚だけでな く、触覚や嗅覚など自分の感覚を最大限活用 し、5種 の材料 を総合的に判断 して

使用希望度を5段 階の評定尺度で付ける」 ことを指示 し、一人ずつ実験 を行った。評定尺度記入

に要 した時間は、平均で約62秒 であった。マレーシアにおける材料評価の様子を上の図3に 示す。

材料を手 に持って判断し、評価を下 している様子が分かる。

こうして5段 階の使用希望度調査 を終えた段階で、「なぜ、そのような使用希望度になったの

ですか、あなたの材料 を選ぶ際の視点や基準は何ですか」 という質問を一人ずつ、通訳を通 じて

行い、 コメン トとして記録 した。 コメン トに要 した時間は平均で約120秒 であった。

4)結 果 と考察

まず 、被 験者 が主 にどの ような視 点で材料 評価 を行 っているのか を明 らか にす るために、各材

料 に対 す る使用 希望 度 を点 数化 した もの を用い て主成分 分析 を行 った。各 材料 の使 用希 望度 は、

「とて もそ う思 う(stronglyagree)」 、 「そ う思 う(agree)」 、 「普 通(neutral)」 、 「そ う思 わ ない

(disagree)」 、 「全 く思 わない(stronglydisagree)」 の5項 目か ら1つ を選ぶ方法 として、「とて もそ

う思 う」 を5点 、以 下、各項 目を点数化 し 「全 く思 わない」 を1点 とした。

以下 、マ レー シアの調査結果 を図4-1お よび4-2に 、 日本 の結果 を図5-1、5-2に 示 す。

図4-1と 被 験者 か らの コメ ン トより、 マ レー シアの第1主 成 分 は、「軽重感」 だ と判断 で きる。

これは 日本 の第2主 成分 にあ たる と考 え られ、実際 、 日本 の被験者 と比べ て、マ レー シアの被 験

者 は試料 を手 に取 って、 それ らの重量感 や触感 を重視 しつつ、材料 を評 価す る傾 向が あった。

また、 図4-2お よ びコメ ン トよ り、 マ レー シアの第2主 成分 は、 「明暗感 」 な どの 「視 覚特性」

で ある と推察 され る。 これはち ょうど 日本 の第1主 成分 に相 当す る と考 え られ る。

以上 の実験 か らわか る ことは、材料 を評 価す る場合 に、 日本で は 「木 目の美 しさ」 な どの 「視
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図4-1マ レーシア ・第1主 成分 図4-2マ レーシア ・第2主 成分

図5-1日 本 ・第1主 成分 図5-2日 本 ・第2主 成分

覚特性」が優先的に評価 される傾向にあるのに対 して、マレーシアでは実際にそれらを 「手にと

って触ってみた」時の感覚、すなわち、材料 の持つ 「軽重感」や 「触感性」など、材料をより分

類的 ・分析的に評価する傾向があるということである。

このように、両国における中学生の材料評価の視点には、大 きな相違が存在 していることがわ

かる。これは、先 にマレーシア初等理科の教科書で も課題 として提示(図 表1、2参 照)し たよ

うに、マ レーシアの子どもの方が身のまわ りに存在する 「モノ」 を、探究学習的な 「観察」「分

類」 といったスキルを用いて、ルーッの原材料に遡って分類 して行 くといった学習カリキュラム

を受けてきた影響であると推察される。

4.ま と め

以上、本研究では、 日本 とマレーシアにおける理科のカリキュラムを中心 として、両国の 「材

料」に関する意識形成カリキュラムの違いが、子 どもたちの 「材料」に対する評価にどう影響す

るのかを分析 ・検討を行ってきた。

その結果、以下のようなことが明 らかになった。

(1)「モノ」 に関する 「原材料 ・資源」が どのようになっているのかを徹底的に観察 ・分析 さ

せるマ レーシア初等理科 に見 られる学習内容は、 日本の初等理科における現在の学習指導

要領 には見 られない特徴である。

(2)マ レーシア理科では 「探究学習」的手法を徹底 して学ばせてお り、身の回りの環境 に関

して自ら考 え、判断 し、主体的に行動で きる人間の育成や、客観的 ・科学的思考や問題解
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決能力、意思決定能力の育成をね らいとしている。また、豊富 な天然資源を有する 「資源

大国」 として、国際的なアイデンティティを明確 にするとともに、資源の有効利用に対す

る理解 も身に付けさせようとしている。

(3)材 料 を評価する場合に、日本では 「木目の美 しさ」などの 「視覚特性」が優先的に評価

される傾向にあるのに対 して、マレーシアでは実際にそれ らを 「手 にとって触 ってみた」

時の感覚、すなわち、材料の持つ 「軽重感」や 「触感性」など、材料 をより分類 的 ・分析

的に評価する傾向がある。

(4)こ うした両国の差異は、身のまわ りに存在する 「モノ」に対 して、探究学習的な手法で

その原材料に遡って分類 して行 くといった、「材料」に対する意識を育成するマレーシアの

理科カリキュラムの影響 と推察される。

今回は、 日本 とマレーシアの初等理科のカリキュラムを比較する事 を通 して、「材料」に関す

る意識形成カリキュラムが、子どもたちの 「材料」 に対する評価 にどう影響するのかを検討 して

きた。 しか しこれは、単に子 どもたちに 「材料」のルーツに遡った分類の仕方や、分析的な材料

評価の視点を育成すればよいということを意味するものではない。

そのようなカリキュラムや実際の学習活動を通 して、子 どもたちが 「材料」 と自分たちの生活

や文化 ・風土 との関係、あるいは、他の国々の異文化 ・風土 との関係を認識するなどの国際理解

教育的な視点や、「資源」のより有効 な利用 について子どもたちが より深 く考えるなどの環境教

育的視点の涵養 にも繋がって行 くことが重要である。

今回の事例は、そうしたカリキュラムの開発 ・改善に向けてのひ とつの有益 な示唆を与えるも

のであるといえよう。

〔注 〕

1)EnvironmentalEducationandTeacherEducationinAsiaandthePacific,NationalInstituteforEducational

Research(NIER),p.72,NorKiahanumbtMohdNor(AssistantDirectorofCurriculumDevelopmentCentre),

1993.

2)Evaluationoftheimplimentationoftheschool-basedassesumentprogrammeinyear60fthenewprimary

curriculuminMalaysia,byTajudinbinMohamadMor,pp.7-10,1987.

3)手 嶋1994年8月 訪 馬 時 、 マ レー シ ア 教 育 省 ・理 科 局 長AhmadHoziA.h.Rahman氏 へ の イ ン タ ビ ュ ー に

よ り確 認 。

4)マ レ ー シ ア に お け る現 行 の 初 等 理 科 カ リキ ュ ラ ム は1993年 度 に 改 訂 さ れ 、1995年 度 の4年 生 か ら漸 次

施 行 され た 。 な お 、2003年 度 か らは 、 世 界 水 準 の 科 学 教 育 を い ち 早 くキ ャ ッ チ で き る 人 材 の 育 成 を 目

指 し、 小 学1年 と 中 学1年 を初 め と して 、 漸 次 学 年 が 進 む に伴 い 理 数 系 科 目で あ る 理 科 と 数 学(算 数)

の 教 授 言 語 を 、 国語 で あ る マ レー シ ア 語 か ら英 語 に 転 換 して 行 く措 置 が と ら れ て い る。

5)文 部 科 学 省 告 示 『小 学 校 学 習 指 導 要 領 』、 「第4節 理 科 第2各 学 年 の 目標 お よ び 内 容 」、52=53頁 。 平

成16年1月 。

6)同 、58-59頁 。

7)SukatanPelajaranSainsSekolahRendah,pp.3-4,PusatPerkembanganKurikulum,KementerianPendidikan

Malaysia,1993.
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(マ レーシア国定教科書小学校 『理科』4-6年 、 マレー語版教科書、2002年)

・同、『科学』4-6年(華 語版教科書)。

・日本文部科学省検定教科書 ・小学校理科、東京書籍刊 『新訂 新 しい理科』3-6年 、平成14年7月10

日発行。

・同、教育出版 『小学理科』3-6年 、平成14年6月20日 発 行。

・同、大 日本図書 『新版 楽 しい理科』3-6年 、平成14年6月30日 発行。

・同、学校図書 『みんなと学ぶ 小学校理科』3-6年 、 平成14年7月1日 発行。

本研究 は、科学研究費 ・基盤(C)(2)「 博 物館 におけるハ ンズオン教材学習 プログラム開発 ～生徒 の材

料 に対するイメージ評価 より～」(代 表:文 教大学教育学部 ・今田晃一)の 分担部分の一部 として行った

ものである。
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